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acti ▽ation 　　実験材料 の ff．　 ame 厂icanus は ，カ

ナ ダ の N ．S．州沿岸で採捕さ れた 体重 seo　9 前後の

健全個体 で あ る 。 実験 の 結 果，血 リ ン パ の 殺菌素

は ， そ の 活性状態 の 如何 に 拘 ら ず．Pseudo π onas

perolens （non −pathogen ） と Aeroooccus　 viridans

（var ・）hornaFi（pathogen） の い ずれに も容易に 吸

着 した。また，殺菌素は thl球 か ら分泌 され る未同定

物質に よ っ て 活性化 され るが．こ の現象は 細菌に よ

る adsorption の 前で も後で も起 こ り得 る こ と，及

び そ の activation の 度合は 関与す る activator の

量 に よ っ て左右さ れ る こ とが 凋明 した。以上 の 結果

か ら．phag   ytosis 以前の process に お け る 血 リ

ン パ の 殺菌素 の activation に は，大 きな limiting

facしor は な い とみ なすこ とが 出来 る。

　 2．　
“Overall　 baetericidal　system

”
における

肝滕臓 の 位置づけ　　前実験 と同 じ材料 を用 い て実

験を行な っ た。そ の 結果，P・perolens に 対す る肝

膵臓 の 自然殺菌 力は 血 リン パ の そ れ と比較 し て 極端

に 高 く．か つ P．per・lens ワ ク チ ン 投与に よ り著 し

く亢進 した 。 こ れ は，細菌に 対する H ・americanUS

の 非特異的防 御反 応 が 主 と して 血 リ ン パ の 殺菌素に

依存す る とい う従来 の 考 え方 に は修正が必 要で あ る

こ と を示 唆す る新 しい 知 見で あ る。また ．同 ワ ク チ

ン に よ る殺菌力亢進は 15℃ で 約 2 週間持続 し， こ の

間 の 血球数 と殺菌素価の 経時的変化に は 負の 相関関

係 が 認め られ た。即 ち，肝膵臓 に お ける 誘起殺菌能

力は 主 循環系 か らの 血 球 の 消失と密接に 関連 し て い

る こ とが明 らか で あ る 。 他方，A・viridans （va τ・）
homari ワ ク チ ソ に よ る 同種菌に 対す る殺菌力 の 亢

進 は 全 く認め られ なか っ た 。

　 3．　 食作用 か らみ た免疫応答　　Rpe 广olens 　en −

d  texin で vaccinate す る と．　 opsonized 　P ・per・

otens を貪食で きる血 球 は 約 3 倍 に 増加 した 。 また，

vancomycin と ］ive　pathogen （Rabin
’
s 　strain ）

と の combination に よ っ て vaccinate す る と，

opsonizcd 　pathogen を貪食 で ぎる 血 球 は 約18倍に

も増加 し た 。

免疫ゲ ロ プリン の 起源と進化一
現状と理論的 ア ブ

ロ
ー

チ

大西耕二 （新潟大
・
理

・
生物）

Origin　 and 　evalution 　of　the　immunoglobulins ：

The 　present　state 　and 　a　theoretical　approach

KOJ ［ OHNISHI

　 棘皮動物 は 脊椎動物と酷似 の 移植 片拒絶反 応 を示

すが ．Leclerc （1973）は ヒ トデ の 軸器官に 異種赤 血

球免疫 に よ り 冒 ゼ ッ ト形成細胞 が 出現 し．ま た パ ー

オ キ シ ダーゼ で 免疫す る と パ ーオ キ シ タ
’一ゼ 陽性 の

plasmolymphocyte が 出現 し，抗体様物質の 存在を

電顕的に 確認 で きる と して ，
“
原始型抗体

”
と称 して

い る。また． ヒ トデ 6．5S 自然異種赤 血 球凝集素 の

ア ミ ノ酸組成 は ウ ミ ヤ ツ メ や ア ホ 卩
一

トル の lg の

H 鎖に近 く，相同で ある こ とが 統計的 に充分有意に

示 され る （大 西．／973）。以 上 及 び 他 の 若 干 の 報 告

か ら，棘皮動物免疫学は 原始 19 の 存在様式 の 研 究

に とっ て最 も検討を必要 とされ る分野と思われ る 。

　 無 顎 類 の ヌ タ ウ ナ ギ で は L 鎖やそ れ に 近い 分子量

の サ ブ ユ ニ
ッ トか ら成 る 23．　8SIg の 存在 が 報告さ

れ て い る 。ウ ミ ヤ ツ メ は 抗原性 の 等 しい 14S と 6．6S

の IgM を有 し、6．6S　IgM は 恥 L2 の 構造を持 つ

が H −L 間 に SS 結合が ない 点 で 顎 口 類 19 と対照

を なす 。 顎 口 類 の Ig は HaLs を基本単 位 と し，

（HsLa）s−6 又 は 単量体 と して存在 し，高分子 IgM

は 全 顎 口 類 に 存在す る （通例 5 量体，条鰭類で は 4

量体 に特殊化）。低分子 19 は 軟骨魚綱 や 条鰭類 で

は IgM で あ るが ，肺魚類や四足 類 で は そ の H 鎖 は

μ 鎖 と異な る抗原性 を有し．レ，γ，α ，7，ε，δ 鎖 な

どを分化す る。 V は 肺魚類 ・蜥形 （爬虫 ＋ 鳥） 類 。

哺乳類 （？）に ，α は鳥類 ・哺乳類 に ．r，　S，δ は 哺

乳類に存在 し，定常部 の ドメ イ ン 数は 順 に 2，3，3，

4，4 と され て い る。鳥類の 7．5S　IgY を含む，中

間分 子 量 抗体 （Litman ，1976） ま た は IgG−1ike

class （Marchalonis ．1977） と暫定的 に 総称 さ れ る

Ig は肺魚類 ・無尾類 ・蜥形類 で知 ら れて い る。

　 ア ミ ノ酸 （aa ）組成 値 ま た は 正 規化 した aa 組成

値に よ っ て，19 や そ の H 鎖 や ドメ イ ン を 18次元 ま

たは 16次元 Euclid 空間 の 点座標とみ な し て 主成 分

分析法 （n℃A ） に よ り進化的関係を三次元的 に表現

（51〜67％ の 情報を含む）す る と，顎 口 類 の μ 鎖 の

安定性， r鎖 の 高 い 変 異 性，ヤ ツ メ ウ ナ ギ μ 鎖 の 原
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始性，r−1ike　chains の 非一様性，　 H 鎖第 1 ドメ イ

ン の 相同性．C 末端 ドメ イ ン の 近縁性な どが 示 され

る 。 ま た，各種哺乳類 の IgTの ドメ イ ン の 多次元分

子系統樹 を最小経路 法 で構築， PCA に よ り9 ％以

上 の 情報量を含 め て 三 次元的 に 表現す る こ と も可能

で あ る （Ohnishi，1977）。

　補体第 3 成分 α 鎖 N 末断片 で ある C3a ア ナ フ ィ

ラ b キ シ ン は βs
一

ミ ク ロ グ ロ ブ リ ン （βa
一

μ）や 19

と aa 配列 上相同で あ り．組織適合抗原 H 鎖との 相

同可能性 も指摘で きる 。こ れ ら の aa 配列 の 相異率

の 平方が 2 点間 の Eucl 三d 距離とな る よ うに 個 々 の

相同蛋白を多次元空間 の 点 と して位置付け （主座標

解析法， Gower ，19．66）， 最小経路法 で 多次元系統

樹 を構築す る と，C3a や β2
一

μ は原始的生体防御

分子 か ら 19 が 分岐 す る 以 前に 分 か れ て ，その 原始

的 aa 配列を よ く保持 して い る と考え ら れ る （Oh −

nishi ，準備中）。こ れ は Ig が F −9 抗原，　 H −2 抗

原．補体系な ど，マ ウ ス 第 17染色体上 の 遺伝子群支

配 の 分子 と共通起源を 有 し．こ れ らが 密接 に 関係し

なが ら遺伝子重複を繰 り返 して 進化 して 来た とする

Klein （1976） の 学説 の 基本的観点を支持する もの

と思 わ れ る。

主 な知見を列挙する と，（i）deの 動物種 の に 比 べ て 高

力価で あ る。  力価は，同
一種内で は殆 ん ど個体差

が ない が ．．種間 で は 有意 に 差 が 認 め られ る 。   孵化

直後の 幼 ヘ ビ に もあ る。（4）産生 細 胞 は，成 ヘ ビ で

は ，脾 ・血液 だけで な く胸腺 に もある 。   孵化直後

の ヘ ビ で は 肝 臓 に あ る。（6）分子 量 は，IgM 　type で

ある。 （7＞電気泳動で は ，
first　r−globulin　type で

あ る。（8＞種 々 の 脊椎動物 の 赤血球 を溶 かす が ，ヘ ビ

の 赤血球 と は 反応 しな い
。 （9｝少 くとも ， ウ サ ギ ・ヒ

ツ ジ ・マ ウ ス の 各赤血球 と反応する抗体は別 々 の 分

子 で あ る 。 こ れ らの 実験結果か ら，こ の ヘ ビ 自然抗

体 は 特異的抗原刺激な しに産生 され る可能性を示唆

した。ま た．B 細胞 の 分化過程，一
般的 自然 抗体 の

産生機構，抗体特異性の レ パ ート リーなどの 問題 へ

の ア ブ P 一チ を 試 み た 。

ヘ ビ血 清中の 自然抗体

川 口 進 （京大 ・理 ・動物）

Natura 韮hemolysin　in　snake 　serum

SusuMu 　 KAWAGucHI

　多 くの 生物種が も っ て い る．あ る一つ の 生体機構

も，各動物種 で 適応 し，さまざまな表現型 を と る。

免疫機構 は ，環境 との 闘 い の 最前線 で 働 い て い る の

で，各動物種 で の 特殊化 も少 な く な い と思 わ れ る e

comParative 　immunology の
一

つ の 方向 と して．

免疫現象 の ある一つ の 側面 を，そ れ を 特殊化 した 形

で もっ て い る 動物 を 使 っ て 研究す る こ とが あ る。私

達は ，こ の 立 場 に た っ て ，異種赤血球 に 対する ヘ ビ

自然抗体 を解析して い る 。

　自然抗 体 は，一
般的に は，細菌や食物など環境か

らの 種 々 の 抗原刺激に よ り産生 さ れ る 抗体 で ・抗体

産生 機構 を もっ て い る動物 の 血 清中 に は ．多か れ少

なか れ存在す る 。 しか し．異種赤 血 球 に対す る ヘ ビ

自然抗体 は ，一般的 自然抗体とは 異な っ た側面 を 多

々 も っ て い る 。
ヘ ビ 自然抗体に つ い て の こ れ ま で の
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